
Ｑ９ 配属の希望が通るか心配です。異動希望は通りますか？ 

▼質問全文 

私は大学卒業後生まれ育った島田市で貢献したいと思い大学では地域活性化の専攻や公

務員試験の勉強をしています。前の質問コーナーをみて自分が想像している以上に市役所

の仕事は様々な分野の仕事があることがわかりました。 

民間企業では採用の職種が細かく分かれていて、何となく自分がどのような仕事をする

のか想像できますが、市役所の場合、がんばって職員に採用されたとしても配属後の職場が

自分に合わなかった場合やめたくなってしまわないか、周りの方に迷惑をかけてしまわな

いか不安です。配属先の仕事が自分に合わなかった場合異動の希望は叶うのでしょうか？

自分に合う、合わないは本人の主観だと思いますが、どこに配属されるのかもわからず自分

に合わない仕事を続けなくてはならないのであれば最初から市役所を受けない方が自分に

とってはいいことなのかなと考えています。他の市役所職員を希望している方も気になっ

ていることだと思いますので、答えにくい質問ですみませんが是非教えてください。 

 

▼回答全文（４人で回答しました！） 

（都市政策課・一般事務・男性） 

 募集職種によって異なりますが、事務職での採用となった場合、おっしゃるとおりどの部

署にでも配属される可能性があり、入庁する直前（3 月中旬）まで配属先はわかりません。 

まず配属先についてですが、年に 1 度異動希望の調査があり、行きたい部署を 3 つ選べ

ます。しかし希望通りの部署に必ず異動できるわけではございません。市役所では数年単位

で部署の異動があるため、どうしても苦手な分野の仕事をしなければならないことがある

かと思います。 

そのため、絶対にこの分野の仕事がしたい、他の分野の仕事はしたくないとお考えでした

ら、市役所よりもその分野に特化した民間企業を選ばれた方がよいかと思います。しかし質

問者様がおっしゃってくれた「島田市で貢献したい」という気持ちが強いのであれば、島田

市役所のどのような仕事も楽しんでこなせるのではないかと思います。 

余談ですが、私も質問者様と同じく入庁する前までは、どのような仕事をするのかあまり

イメージが出来ず不安でした。実際に配属された課も今まで全く関りのない土木系の課で

した。お恥ずかしい話ですが、一般事務の採用でも、そういった課に配属されることを知ら

なかったため、大変驚きました。しかし実際働いてみると割と何とかなりましたし、今では

楽しく働けています。 

ご希望に応えられた回答が出来たか不安が残るところですが、少しでも参考にしていた

だけたら幸いです。 

（水道課・技術職・男性） 

私は民間の経験もあるので、その視点から回答します。 



民間企業も多種多様なので一概には言えませんが、募集の職種が細かくわかれていたと

しても、就職してからずっとその職種で働ける保証はないと私は考えます。採用された職種

や部署でも将来、事業が撤退すれば部署が無くなることもありますし、新しい部署に人材が

必要だからといった理由で異動される可能性も十分に考えられます。ただ、「自分はこの職

種で生きていくんだ」といった強い信念があるのであれば、職場が希望にそぐわなくなった

時点で転職をしていく、または独立して働くという手段はあるかと思います。 

少し厳しい話かもしれませんが、民間、官公庁問わず、どこかに所属して働いていく以上、

自分に合った仕事だけを選択していくことは難しいと思います。 

一方で働いてみて自分に合った仕事だと思っていたけど違ったり、最初は合わないと思

っていたけどやってみたら良く思ったりすることもあるし、年齢を重ねていったり経験を

積んだりすることで価値観も変わってくると思います。 

何にせよ島田市で貢献したいという思いがあるのであれば市役所で働くという選択は間

違っていないと思います。 

不安を煽るようなことを言って申し訳ありませんでした。文面から真剣な思いが伝わっ

てきてうれしかったです。就職活動、応援してます。 

 

（課税課・一般事務・女性） 

私自身、最初はどの部署に配属されるか期待と不安が織り交じったような気持でいまし

た。内定後に配属先を知るのは３月中旬になりますし、先輩職員も同日に自分の来年度の配

属先を知ります。実際に、先輩職員には学生時代に運動部に所属していた、俗にいう体育会

系の方も、そういった部署ではなく事務仕事の多い部署に配属されたりもしていています。 

年に１回意向調査を行いますが、必ずしもその希望が通るわけではありません。２年で別

部署に異動する方もいれば、５年間同じ部署にいる方もいます。 

私自身、今の部署に配属され、始めは知らないことだらけで苦労も多かったですし、１年経

った今でも自分に向いているのか、向いていないのか分かりません。しかし、どの部署に配

属になったとしても自分の得意不得意を探すことができるのかなと思います。すべてが自

分の希望通りに進むことはまず無いと思います。 

同期の中にも民間企業から転職した方が多くいるように、１度入ったら辞められない、と

いうことはないのでまず働いてみて「合わない、いやだ、辞めたい」というように思うのな

らそのときまた転職等考えてもよいのではないしょうか。 

 
 
 
 
（市民課・一般事務・女性） 

私は元々全く別の分野を大学で学んでいたため、市役所職員としてやっていけるかとて



も不安でした。 

いざ市役所に入って業務を任されてみると、今まで勉強したことのないところを多く求

められるため、正直向いてないなとか、なんのためにこの作業あるんだろうとか、自分って

全く仕事できない人間で申し訳ないな、みんな私のこと迷惑って思ってるのかな、仕事行く

の嫌だなとかネガティブなことをたくさん考えてしまいます。 

でも、朝起きたら結局仕事に行かなきゃいけなくて、この際いつでもやめてやる！と思い

ながら、１年経ちました。負けず嫌いなのかもしれません。 

質問者様は地域活性化のことについて勉強してきたとのことですが、担当課によっては即

戦力になりますし、地域活性、貢献の考え方のベースが構築されているため市役所全体とし

てそこまで自分は向いてないと感じることは少ないかもしれません。 

また、民間企業ではノルマ等や営業功績など会社の発展のために不可欠と思いますが、市

役所は売上等をのばすことが目的ではないため業務上気持ちに焦りを感じることは〆切以

外では少ないので、私のようにプレッシャーを感じやすい人でも働きやすい職場です。 

 


